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「
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」は
直
訳

す
れ
ば
鉄
道
の
「
線
路
」。

　

映
画
は
、
母
親
の
病
気
を
き
っ

か
け
に
東
京
で
の
大
企
業
管
理
職

と
い
う
地
位
を
捨
て
て
、
故
郷
へ

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
男
が
、
故
郷
の
地

で
今
も
現
役
で
走
る
地
元
の
ロ
ー

カ
ル
電
車
に
幼
い
こ
ろ
の
夢
を
呼

び
起
こ
し
て
電
車
の
運
転
士
に
な

る
物
語
で
す
。

　

家
庭
で
の
夫
と
妻
、
息
子
と

母
、
父
と
娘
ら
の
家
族
関
係
を
お

り
ま
ぜ
な
が
ら
、
職
場
で
の
上
司

と
部
下
、
先
輩
と
後
輩
、
同
期
の

友
情
な
ど
、
人
生
を
送
る
う
え
で

巡
り
会
う
様
々
な
人
間
関
係
を
じ

っ
く
り
と
描
き
出
し
て
い
き
ま

す
。
ド
ラ
マ
の
先
が
読
め
て
も
、

た
っ
ぷ
り
と
泣
か
せ
て
く
れ
ま

す
。

　

50
歳
ま
で
、
大
企
業
の
エ
リ
ー

ト
社
員
と
し
て
、
仕
事
に
追
わ
れ

ま
っ
た
く
家
族
を
省
み
る
こ

と
の
な
か
っ
た
主
人
公
に
中

井
貴
一
。
夫
と
の
心
の
す
れ
違
い

に
悩
む
妻
に
高
島
礼
子
。
大
学
の

卒
業
を
ま
じ
か
に
自
分
の
夢
を
模

索
す
る
娘
に
本
仮
屋
ユ
イ
カ
さ

ん
。
ま
た
、
故
郷
で
息
子
の
幸
せ

を
願
い
続
け
る
母
親
に
奈
良
岡
朋

子
さ
ん
が
演
じ
ま
す
。

　

ド
ラ
マ
の
舞
台
は
島
根
県
の
出

雲
市
。
地
元
で
、
人
々
の
日
常
の

足
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
の
一
畑
電
鉄
…
通
称

「
バ
タ
電
」。
出
雲
市
で
暮
ら
す

人
々
・
家
族
の
温
か
さ
と
、
そ
こ

に
広
が
る
大
自
然
を
丁
寧
に
描
き

ま
す
。
宍
道
湖
畔
を
走
る
２
両
の

バ
タ
電
。
車
窓
か
ら
見
え
る
出
雲

の
田
園
風
景
と
共
に
、
一
畑
電
車

日
本
最
古
級
の
「
デ
ハ
ニ
50
形
」

が
こ
の
映
画
の
ほ
ん
と
う
の
主
人

公
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

映
画
の
ラ

ス
ト
を
彩
る

日
本
三
大
船

神
事
の
一

つ
、「
島
根

の
ホ
ー
ラ
ン

エ
ン
ヤ
」
の

シ
ー
ン
も
見

ど
こ
ろ
で

す
。
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「
吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
将
棋
の
駒
に
〜
♪
」
と
い
う

村
田
英
雄
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
王
将
」（
作
詞
・
西
条

八
十
／
作
曲
・
船
村
徹
）
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
、
な

に
わ
の
プ
ロ
将
棋
士
・
阪
田
三
吉
（
１
８
７
０
年
〜
１

９
４
６
年
）。
今
年
の
７
月
１
日
で
生
誕
１
４
０
年
を

迎
え
ま
す
。
堺
市
で
生
ま
れ
、
貧
困
の
中
、
独
学
で
将

棋
を
学
び
、
８
段
ま
で
昇
り
つ
め
ま
す
が
、
東
京
の
将

棋
界
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、「
関
西
名
人
」
を
名
乗

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
名
人
僭
称
」
と
さ
れ
て
、
一
時

は
将
棋
界
を
追
放
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
３
７
年
に
66
歳

で
16
年
ぶ
り
に
中
央
の
将
棋
界
に
復
帰
。
同
年
、
京
都

の
南
禅
寺
で
木
村
義
雄
名
人
（
８
段
）
と
の
対
戦
に
挑

み
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。
指
し
手
を
間

違
え
、
遊
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
「
銀
」
の
駒
を
見

て
、
思
わ
ず
「
銀
が
泣
い
て
い
る
…
」
と
こ
ぼ
し
た
そ

う
で
す
が
、
阪
田
の
勝
負
師
と
し
て
の
気
骨
を
あ
ら
わ

す
言
葉
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
木
村
氏
と
の

対
戦
は
、
持
ち
時
間
が
30
時
間
に
の
ぼ
る
長
期
戦
と
な

り
「
南
禅
寺
の
決
戦
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
日
本
将

棋
連
盟
は
阪
田
の
没
後
１
９
５
５
年
に
、
名
人
・
王
将

位
を
追
贈
し
ま
し
た
。
阪
田
は
、
幼
い
頃
か
ら
丁
稚
奉

公
を
し
て
学
校
に
も
通
え
な
か
っ
た
の
で
、
文
字
を
知

ら
ず
、
生
涯
で
覚
え
た
漢
字
は
「
三
」「
吉
」「
馬
」
の

三
文
字
だ
け
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
将
棋

連
盟
が
販
売
し
て
い
る
「
阪
田
三
吉
扇
」
に
は
「
馬
」

の
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
将
棋
フ
ァ
ン
に
根
強
い
人
気

が
あ
り
ま
す
。
１
９
６
９
年
に
は
、
阪
田
を
し
の
ぶ

「
王
将
碑
」
が
通
天
閣
の
下
に
建
立
さ
れ
、
今
も
全
国

か
ら
将
棋
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
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　太平洋戦争の始まった1941年（昭和16
年）、日本陸軍は泉佐野市民の土地を強
制買収し、1500メートルの滑走路をもつ
飛行場を建設しました。建設工事には地
元住民をはじめ、中学生、朝鮮人が動員
されました。敗戦の年、1945年（昭和20
年）には、ここから毎日のように特攻機

が飛び立っていました。特攻機は鹿児島
の基地に寄り、そこではほとんど休まれ
ず、沖縄方面までの片道の燃料と爆弾を
積み込んで出発。米軍艦に突入して若い
命を落としました。特攻隊員にとって
は、この泉佐野飛行場が最後の休息地で
あったのです。

　

博
物
館
の
建
物
は
、
１
９
３

１
年
（
昭
和
６
年
）
に
旧
大
阪

医
科
大
学
（
阪
大
医
学
部
の
前

身
）
の
付
属
病
院
と
し
て
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
２
０
０
７
年

に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
初
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
湯
川
秀

樹
博
士
が
阪
大
講
師
の
時
に
発

表
し
た
研
究
業
績
や
、
戦
後
い

標
本
で
す
。
１
９
６
４
年
に
日

本
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
の

で
、
出
土
し
た
場
所
の
地
名
に

ち
な
ん
で
マ
チ
カ
ネ
（
待
兼
）

ワ
ニ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
待
兼

山
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
土
器

や
、
植
物
な
ど
自
然
を
テ
ー
マ

に
し
た
展
示
も
し
て
い
ま
す
。

学
術
的
に
も
価
値
あ
る
展
示
品

ち
早
く
開
発
さ
れ
た
真
空
管
式

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
顕
微
鏡
な

ど
阪
大
の
歴
史
的
な
研
究
成
果

を
紹
介
・
展
示
し
て
い
ま
す
。

圧
巻
な
の
は
、
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
の
建
設
現
場
か
ら
出
土
し
た

全
長
８
メ
ー
ト
ル
に
の
ぼ
る
巨

大
ワ
ニ
の
化
石
。
約
40
万
年
前

に
生
息
し
て
い
た
と
さ
れ
、
尾

骨
以
外
が
ほ
ぼ
完
全
に
揃
っ
た

世
界
で
も
貴
重
と
さ
れ
て
い
る

が
い
っ
ぱ
い
の
博
物
館
。
子
ど

も
連
れ
で
も
楽
し
め
ま
す
。

阪
田
三
吉
と「
王
将
」

陸軍泉佐野飛行場跡
（泉佐野市）

大
衆
に
愛
さ
れ
た　
　

な
に
わ
の
プ
ロ
将
棋
士

建物は登録有形文化財に指定されています

跡
地
の
一
部
は
市
民
体
育
館
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
っ
て
い
ま
す

　「人民の人民による人民のための政治」を訴えたリンカーンは、アメリカ大統領として民主
政治をめざしましたが、狙撃によるテロで暗殺されました。時には弾丸が投票よりも強いこと
は歴史の事実ですが、最後に勝つものはやはり人民の意思。それが示されるのは選挙での投票
の力であるといえるでしょう。リンカーン

投票は弾丸よりも強い
　「それは一切を突破する力であり、一切を明るくする太陽である…」と続きます。「若さは
思慮分別を身に付けた大人でも保つことはできる」とも。晶子は若さを保つためには、精神的
にも肉体的にも自ら進んで労働することと、できるだけ学問芸術の世界に遊ぶことの２点をあ
げています。

若さの前に
不可能もなければ陰影もない

与謝野　晶子

通天閣の下に建つ　　
阪田三吉の「王将碑」

大阪大学
総合学術博物館

（豊中市）

世界的にも貴重な巨大ワニの化石

いつまでも運転士の
夢を忘れなかった
男の物語

大阪市
浪速区（ ）

ミュージアムメモ

▼所在地／豊中市待兼山町１－20大
阪大学キャンパス内 ▼交通／阪急宝
塚線「石橋」駅下車徒歩10分 ▼開館
時間／午前10時30分～午後５時（入
館は４時30分まで） ▼休館日／日・
祝・年末年始 ▼入館料／無料 ▼連絡
先／電話06－6850－6284

　
　

巨
大
ワ
ニ
の
化
石
を
展
示


